


健康づくり

趣味活動

仕事の場

地域活動

家 事

買い物・用足し

屋外作業

草刈り、雪かき、日曜大工 etc. 

安否確認

見守り活動

ご近所でそっと見守り。 

認知症の方もひと安心！ 

お弁当サービス
社協の配食サービスは、 

平日のみ昼食と夕食をお届

けしています。休日のお弁

当も作ってくれる所があれ

ば嬉しいですね。（写真は 
ボランティアの皆さんによる

お楽しみ弁当の風景。） 

お弁当

食材配達

あなたの身近で困っている人はいませんか？ 地域の中で「あったらいいな！」

と思うサービスはありませんか？ 新たな生活支援の体制づくりでは、地域の

みなさんが自らも担い手として参加し、支援する側、される側という枠組みに 

とらわれずにともに支え合う地域づくりが不可欠となっています。

ボランティア、各種 団体、民間業者、また元気な高齢者

の皆さんも、それぞれが出来ることや地域で必要とされ

ていることを、いっしょになって考えてみませんか！ 

交流サロン 居場所づくり

一時預り・お泊り

ほっと安心！  

  地域の寄りあい所
下条区の五郎八茶屋の皆さんの

活動風景。古民家を活用し、 

手芸をしたり、茶飲み話に花を 

咲かせたり…。あなたの地区で

も、歩いて行ける身近な寄り合

い所があったらいいですね。 

話し相手

外出のお手伝い
移送サービスの対象でない方を病院

へ送迎したり、病院内での付き添い

などもニーズがあります。

外出の付き添い

送 迎



全国的にかつてない超高齢社会を迎える平成37年に向け

国の公的福祉制度の見直しが行われ、介護保険制度では、

今後も持続可能な制度となるよう軽度の方への給付が制限

され、木曽広域でも平成29年４月より市町村の行う新たな

総合事業に移管されます。介護保険サービスは中度から重度

の方の利用に限定され、軽度の方の支援や生活支援のサー

ビスは市町村の行うサービスや地域の支え合い活動で対応 

する方向に制度の枠組みが大きく変わろうとしています。 

○地域独自のサービスの枠組みづくり 

国の制度改正では、地域のなかで医療、介護、 予防、生活 

支援などのサービスが一体的に提供される地域包括ケアシス

テムの実現を目指していますが、必要とされる福祉サービスは 

それぞれの地域で異なり、地域の実情や住民のニーズに合わ

せた村独自の福祉サービスの枠組みづくりが必要となっていま

す。又、生活支援や介護予防においてはボランティアや民間 

業者なども含めた多様なサービスの担い手が想定されており、

住民参加による支え合いの体制づくりが求められています。 


